
総
会
開
催
に
当
た
っ

て
小

曼
震
が
「
各
校
に
お
か
れ

て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
対
策
を
講
じ

て
対
回
授
業
を
ス
タ
ー
ト
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か 。
教
育

上
で
は
昨
年
と
今
年
の
取
り

組
み
の
差
異
に
よ
る
影響
を

注
視
し
検
証
し
て
い
く
必
要

が
あ
る 。
ま
た 、
各
行
事
開

信
に
つ
い
て
も
感
染
状
況
を

江
祝し
な
が
ら
と
い
う
と
こ

ろ
も
あ
り 、
各
地
域
の
情
勢

か
か
い
た
い 。
さ
ら

徳
墨
嗅
神
山
町
に
新
た

り
良
い
教
育
が
提
供
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い」

と
挨
掠 。
そ
の
後
た
だ
ち
に

議
事
に
入
っ

た 。

は
じ
め
に
事
務
同
よ
り 、

令
和
2

年
度
収
支
決
算
に
つ

い
て
収
支
決
算
報
告
書
を
も

と
に
説
明
さ
れ 、
協
議
の
の

ち
監
査
報
告
を
経
て
承
認
さ

れ
た 。
続
い
て
令
和
3

年
度

事
業
計
画
案
と
子
算
案
が
提

案
さ
れ
た 。
同
固
会
の
令
和

3
年
度
事
業
計
画
で
は 、
①

高
専
制
度
の
埜
本・
振
興
に

関
す
る
研
究
②
款
育
改
革
へ

公
益
社
団
法
人
曰
本
工
学
ア
カ
デ
ミ
ー

（
小
林
喜
光

会
長）
は 、
令
和
2

年
度
第
3

次
補
正
予
算 、
令
和
3

年
度
予
算
及
び
令
和
3

年
度
財
政
投
融
資
計
画
に
お
い

て 二
10
兆
円
規
模
の
大
学
フ
ァ
ン
ド

（
仮
称）
の
創

襲
創
発
的
研
究
支
接
事
業
に
お
け
る
博
士
支
援
頼
化

及
び
大
学
フ
ェ
ロ
ー

シ
ッ

プ
創
設
事
業
に
係
る
予
算
等

が
計
上
さ
れ 、
博
士
綬
期
課
租
太
学
院
生
へ
の
支
援
が

鼠
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え 、
緊
急
提
言

を
と
り
ま
と
め
た 。

「
日
本
工
学
ア
カ
デ
ミ
ー一

我
が
国
の
博
士
裟
期
課

覧

2
0
2
1

年
緊
急
提―――
苧
噂

そ
こ
で
学
ぶ
博
士
後
期
課
租

士
綬
期
課
編
大
学
院
生
に
対

大
学
院
生
の
社
会
的
位
障
づ

す
る
支
振
の
嘩
化
に
あ
た
っ

け
を
根
本
的
に
見
直
す
必
要

て
ー」

で
は 、
ま
ず 、
近

か
あ
る
こ
と
か
ら
同
提
言
に

年 、
我
が
国
で
は
大
学
院
博

よ
り
臭
体
的
捉
案
を
行
っ

た

土
後
期
課
租
へ
の
修
士
課
国

と
し
て
い
る 。

か
ら
の
追
学
が
激
滅
し
て
お

日
本
丁
学
ア
カ
デ
ミ
ー

が

り 、
「
こ
れ
か
日
本
の
研
究

提
毒
す
る 、
博
土
俊
期
課
程

カ
の
低
下
に
拍
車
を
か
け
て

人
学
院
生
に
対
す
る
支
援
の

い
る
こ
と
は
緬
め
て
埜
慮
す

頭
化
に
あ
た
っ

て
の
ポ
イ
ン

べ
き
事
態」
で
あ
る
と
提
言

卜
は 、
m
博
土
後
期
課
租
大

の
背
累
を
説
明
す
る 。

学
院
生
を
研
究
者
と
し
て
位

式
が
国
が
世
界
を
主
琴
ず

謳
づ
け
る
②
博
上
後
期
課
程

？

る
力
強
い
科
学
技
術
力 、
研

の
何
を
ど
う
改
革
す
べ
き
か

第

究
力
を
再
び
獲
得
す
る
た
め

③
財
療
確
保
の
考
え
方
山
博

に
は 、
社
会
の
多
牒
な
課
題

土
後
期
課
租
修
了
後
の
キ
ャ

に
誂
戦
し 、
基
礎
と
な
る
知

リ
ア
パ
ス
の
明
確
化

ー
と
な

識
を
踏
ま
え
た
う
え
で 、
柔
っ

て
い
る 。

軟
な
思
考
を
す
る
こ
と
の
で

ま
ず 、
博
土
後
期
課
祝
大

‘,＇i
夕̀

5

き
る
優
秀
な
博
士
人
材
を
確

学
院
生
を
研
究
者
と
し
て
社

(
/9

 保
し
続
け
る
必
要
が
あ
り 、

会
的
に
位
置
つ
け
る
閲
面
を

た 。
事
業
訂
画
案
と
予
算
案

議
論
し 、
コ
ロ
ナ
禍
で
図
ら

は 、
協
議
の
の
ち
に
了
承
さ

ず
も
推
進
さ
れ
た
オ
ン
ラ
イ

れ
た 。

ー
ン
活
用
に
つ
い
て 、
い
か
に

次
に
同
協
会
の
秋
季
総
会

従
来
の
対
面
授
業
と
の
相
菜

及
び
研
修
会
の
開
催
に
つ
い

効
果
が
上
が
る
形
に
し
て
い

て
聾
職
し 、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

く
の
か
と
い
っ

た
意
見
も
挙

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観

が
っ

た 。
小
島
会
長
か
ら
は

点
か
ら 、
原
則 、
オ
ン
ラ
イ

「
オ
ン
ラ
イ
ン
茫
用
が
促
進

ン
で
開
催
す
る
こ
と
を
決

さ
机
た
状
況
に
あ
る
の
だ
か

め 、
情
勢
を
見
な
が
ら
調
整

ら 、
今
俊
は
よ
り
発
犀
約
に

す
る
こ
と
と
し [
研
修
会
の

考
ぇ
こ
ぃ
き
た
り
我
々
私

研
修
テ

ー
マ
は
「
学
生
の
心

立
高
専
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク

の
ケ
ア」
と
決
定
し
た 。

頭
化 、
連
襟
し
た
事
業
へ
の

令
和
4

年
度
私
立
高
等
専

冥
開
も
図
れ
る
の
で
は
な
い

門
学
校
関
係
政
府
予
算
に
関

か」
と
の
提
案
も
あ
っ
た 。

神
田
外
語
大
学
（
宮
内
孝一
ズ
で
実
施
し
た 。

久
学
長 、
千
葉
由
美
浜
区）

G
L
A
学
部
で
は 、
入
学

は 、
こ
の
ほ
ど
ク
ロ
ー

バ

し
た
直
俊
の
6

か
月
間
を

ル
・
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
(
G一
「
グ
ロ
ー

バ
ル
・

チ
ャ
レ
ン

L
A)
学
部
の
学
生
を
対
象

ジ愈
タ
ー

ム」
と
し
こ
い

に 、
国
内
苗
学
「
洞
外
ス
タ一
る 。
「
何
を
学
ぶ
の
か」

デ
ィ
・

ツ
ア
ー
2
.
0」
を一
「
自
分
は
世
界
に
対
し
て
何

福
島
県
に
あ
る
同
大
学
の
宿

か
で
き
る
の
か」
を
考
え 、

泊
施
設
兼
国
際
研
修
セ
ン
タ一
め
さ
す
べ
き
道
を
見
つ
け
る

ー 、
プ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ヒ
ル＿
た
め
の
期
間
で 、
そ
の
大
き

術
力
が
錮
弱
と
さ
れ
る
大
さ

と 、
こ
の
倍
額
戸
度
の
支
援一
(
R
A)
等
の
形
で
の
支
援

め
ら
れ
る 。
即
ち 、
イ
ノ
ベ

ン
ス
コ
ー
ド
の
達
成
と
い
う

な
要
因
と
な
っ

て
い
る 。
し

を
実
現
す
る
必
要
が
あ
る 。

を一
般
化
す
る
必
要
が
あ
る 。

ー
シ
ョ

ン
の
種
を
生
み
出
す

観
点
か

らも
電
娑
で
あ
る 。

た
が
っ

て
支
扱
す
べ
き
博
土

⑤
博
士
後
期
頸
囲
の
連
常一

②
大
学
フ
ァ

ン
ド
の
遅
用

幅
広
い
基
礎
研
究
を
推
進

②
民
閂
企
業
や
公
的
機
関

後
期
課
程
の
大
学
院
生
の
人

紐
費
に

讐
支
援
に
つ
い
て

益
が
出
て
く
る
の
は
令
和
5

し 、
社
会
の
成
長
を
先
導
し

を
含
む
社
会
で
の
噂
士
後
期一

数
も
本
来
は
親
在
よ
り
多
く

は 、
定
曇
の
充
足
状
況
に
左

年
度
以
降
と
見
込
ま
れ
て
い

つ
つ
外
部
の
成
長
を
取
り
込一
課
包
修
了
者
の
活
躍
の
場
を

霊
視
し 、
次
の
施
策
を
講
じ一
す
べ
き
で
あ
る
が 、
硯
在
の

右
さ
れ
る
こ
と
な
く 、
間
述

る
と
こ
ろ 、
そ
れ
ま
で
の

み
白
ら
も
成
長
す
る
と
い
う一
開
拓
す
る
た
め
に
は 、
民
閻

る
こ
と
を
提
言
す
る 。

学
生
数
と
構
成
を
ベ
ー

ス
と

CD
に
よ
り
支
援
す
る
博
士
後

閻 、
令
和
2

年
度
第
3

次
補

紐
営
モ
デ
ル
が
世
界
の
大
学

企
業
な
ど
に
お
け
る
長
期
有

①
授
業
料
の
徴
収
は
行
わ

し
た
場
合 、
職
を
釘
し
て
い

期
諜
固
の
学
生
数
な
ど
を
踏

正
予
算
に
よ
り
椙
蹴
さ
れ
た

に
お
い
て
浸
透
し
て
い
く

給
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ン

プ
の
推一

な
い
（
フ
ラ
ン
ス 、
ド
イ

る
社
会
人
学
生
の
存
在
も
考

ま
え 、
余
裕
を
持
っ

た
大
学

科
学
技
術
振
興
機
構
の
創
発

中 、
我
が
国
の
大
学
に
お
い

進 、
論
文
の
詣
導 、
審
資
ヘ

ツ 、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
欧
州

慮
す
る
と
と
も
に
適
栴
性
を

院
の
連
営
が
で
き
る
よ
う
な

的
研
究
描
迎
基
金
へ
の
積
み

て
も 、
社
会
の
成
長
に
貢
献一
の
産
業
界
等
の
出
身
者
の
参

大
陸
諸
国
で
は
博
士
課
程
学

判
断
し
た
上
で
学
生
数
の
三

金
額
を
措
置
す
る
と
い
う
考

増
し
(
2
0
0

憶
円）
と
同

し
つ
つ
民
間
の
資
金
を
取
り

加
な
ど 、
博
士
後
期
課
租
在

生
に
対
す
る
授
業
料
は
な

分
の
二
程
度 、
修
土
課
腟
か

え
方
に
改
め
る 。

糠
の
予
算
摺
鷹
を
各
年
度
に一
込
み
成
長
し
て
い
く
こ
と
も

学
中
か
ら
社
会
を
知
る
機
会―

い 。
米
国
で
も
自
然
科
学
系

ら
の
進
学
者
に
つ
い
て
は
全

ま
た 、
財
諒
確
保
の
考
え

講
じ
る
必
要
が
あ
る 。

必
要
で
あ
る 。

を
幅
広
く
設
け
て
お
く
こ
と＿

の
有
力
大
学
で
は 、
授
業
料

員
を
玄
競
す
る
こ
と
と
す
る 。

方
に
つ
い
て 、
次
の
道
り
提

③
大
学
フ
ァ
ン
ド
に
は
現一

さ
ら
に 、
博
士
後
期
課
祝

が
必
要
で
あ
る 。

＿

ス
ポ
ー

ツ
庁
で
は 、
ス
ポ一
し 、
様
々
な
媒
体
を
通
じ
て

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
て
も
実

②
博
士
後
期
課
瞑
大
学
院

言
し

喜
る 。

在 、
一
般
会
計
か
ら
の
出
資一
に
進
む
際
に
大
学
院
生
が
考

③
こ
れ
ら
の
こ
と
に
実
績

ー
ツ
を
活
用
し
た
地
方
創
生

そ
の
取
り
組
み
を
全
国
へ
発

際
に
は
大
学 、
あ
る
い
は
教

生
は
研
究
者 、
さ
ら
に
は
研

①
博
士
後
期
課
程
大
学
院

金
5
0
0
0

偲
口
と
財
政
融

慮
す
る
大
き
な
課
題
で
あ

を
伴
っ

て
取
り
組
ま
な
け
れ＿
「
ス
ポ
ー

ツ・
健
康
ま
ち
つ

信
す
る
こ
と
と
し
た 。

員
が
何
ら
か
の
手
当
て
を

究
餌
力
を
備
え
た
社
会
の
リ

生
へ
の
生
活
費
相
当
額
の
支

賓
4

兆
口
が
確
保
さ
れ
て
い

る 、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
明
確

は 、
今
回
の
貴
重
な
施
策
の

く
り」
に
取
り
組
む
自
治
体

「
ス
ボ
ー

ツこ
健
康
ま
ち

し 、
学
生
が
授
業
料
を
支
払

ー
文
ー

と
し
て
の
第一
歩
を

扱
に
関
し
て
は 、
大
学
フ
ァ

る 。
し
か
し
な
か
ら 、
将
来

化
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
提

成
栗
が
発
押
さ
れ
ず
に
過
去

を
応
援
す
る
た
め 、
そ
う
し

づ
く
り
復
良
自
治
体
表
彰
2

う
こ
と
は
話
で
あ
る）

。

踏
み
出
す
に
ふ
さ
わ
し
い
と

ン
ド

が
連
用
益
を
出
す
ま
で

の
我
が
国
を
正
う
貴
重
な
人

言
し
て
い
る 。

の
失
敗
を
編
り
返
す
こ
と
に

た
戸
沿
体
を
表
彰
し 、
全
国

0
2
1」

公
募
要
領

②
生
活
費
相
当
額
を
棚
準

さ
れ
る
人
材
で
あ
る 。
そ
の

の
つ
な
き
事
業
と
し
て
の
位

材
の
育
成
を
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

①
政
府
及
び
大
学
に
お
い

も
つ
な
が
り
か
ね
ず 、
関
係

に
広
く
知
っ

て
も
ら
う
た
め

▽
応
募
主
体ぃ
地
方
公
共

修
業
年
限
の
間 、
支
給
す
る

た
め 、
研
究
者
と
し
て
研
究

置
づ
け
で
も
あ
る
科
学
技
術

ク
ト
と
し
て
実
施
す
る
に
花

て
は 、
多
様
な
資
金
を
活
用

者 、
特
に
大
学
と
匡
業
界
が

の
制
度
を
創
設 。
7
月
15
日

団
体

※
複
数
の
地
方
公
共

▽
支
援
す
る
学
術
分
野
を
問

に
打
ち
込
む
時
間
を
十
分
に

振
興
機
構
の
創
発
的
研
究
推一
た
っ

て
は 、
本
来
的
に
は
返

し
た
若
手
研
究
者
の
ポ
ス
ト

真
剣
に
麿
論
を
し 、
解
決
方

よ
り
公
募
を
靡
始
し
た 。

一
団
体
に
よ
る
共
同
で
の
応
募

わ
な
い 。

確
保
す
る
と
と
も
に 、
世
界

進
基
金
の
活
用
に
よ
る
支
扱

済
を
前
捉
と
す
る
財
政
投
融―
の
拡
充
と
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ

策
を
考
え
た
上
で 、
令
和
3

第
2

期
ま
ち：
ひ
と。
し

も
可
能

③
ジ
ェ
ン
タ
ー 、

国声 、

の
研
究
者
サ
ー

ク
ル
の
中
で

や
人
学
フ
ェ
ロ
ー

シ
ッ

プ
創

資
の
資
金
に
よ
る
こ
と
は
望

ク
制
度
の
定
着
を
実
環
さ
せ

年
度
か
ら
で
も
実
施
し
て
い

こ
と
創
生
総
合
戦
略
に
お
い

▽
応
舞
締
め
切
り
（
予

年
齢
等
の
個
人
属
性
を
問
わ

切
碑
琢
磨
し 、
次
代
を
牽
引

殴
事
業
に
よ
る
支
扱
が
開
始

ま
し
く
な
く 、
政
府
の
支
緊

る
と
と
も
に 、
シ
ニ
ア
研
究

く
必
要
が
あ
る 。

て 、
「
ス
ポ
ー

ツ。
健
康
ま

定)
:
9

月
30
日

ず
に 、
人
詞
の
タ
イ
バ
ー

シ

す
る
人
打
へ
と
育
成
す
る
た

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が 、

に
関
し
て
は 、
政
府
予
算
か

者
の
定
数
ポ
ス
ト
の
流
動
化

最
後
に 、
拠
言
で
は
「
こ

ち
づ
く
り」
と
い
う
項
目
が

▽
応
募
必
要
書
類"
CD
応

テ
ィ

に
十
分
配
慮
す
る 。

め
の
環
境
を
整
靡
す
る
こ
と

大
学
フ
ァ
ン
ド
の
連
用
開
始＿
ら
の
出
資
に
よ
る
事
業
と
し

（
ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン

の
機
会
に
関
係
各
界
が
力
を

新
製
さ
れ
た
こ
と
を
受
け 、

一
勢
申
請
書
②
ス
ポ
ー

ツ
心匿

博
土
後
期
課
程
の
何
を
ど

が
不
可
欠
で
あ
る 。

後
も 、
同
ファ
ン
ド
だ
け

竺
て
い
く
こ
と
が
正
し
い
方
向

卜
即
度
活
用
や
任
期
付
き
闊

合
わ
せ 、
末
来
を
坦
う
人
学

東
京
2
0
2
0

大
会
等
を
契＿
康
ま
ち
づ
く
り
訂
画

う
改
革
す
べ
き
か 、
罠
体
的

③
支
扱
金
額
は
環
在 、
日

な
く 、
政
府

開

讐
か
ら

で
あ
る 。
こ
の
こ
と
を
踏
ま

用
へ
の
転
換
促
遮
等）
に
よ

院
博
土
綬
期
課
和
の
大
学
院

浅
と
し
た
ス
ポ
ー

ツ
ヘ
の
関

吝
そ
の
ほ
か
応
募
要
件
な

に
は
次
の
通
り
の
施
策
を
提

本
学
術
振
輿
会
の
特
別
研
究

の
支
援 、
在
笥
す
る
大
学
か

え 、
政
府
は 、
出
来
る
だ
け

り 、
全
体
と
し
て
若
手
テ
ニ

生
が
そ
の
虚
力
を
生
珪
に
わ

心
の
高
ま
り
を一
過
性
の
も

ど
詳
細
に
つ
い
て
は
同
庁
ウ

言
し
て
い
る 。

員
（
大
学
読
博
士
諜
租
在
学

ら
の
支
援 、
民
間
資
金
な
ど

早
期
に
フ
ァ

ン
ド
を
10
兆
ロ
ュ
ア
ポ
ス
ト
の
増
加
を
図
る

た
っ

て
翌
揮
で
き
る
よ
う
博

の
と
す
る
こ
と
な
く 、
ス
ポ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
参
照

責
が
国
C
は
博
士[[
取

者）
事
業
で
は
年
間
2
4
0

か
ら
の
支
援
な
ど
多
様
な
財

規
模
に
す
る
よ
う
弾
力
に
追

必
要
が
あ
る 。
大
学
に
お
け

士
後
期
課
程
を
抜
本
的
に
罪

ー
ツ
。

レ
ガ
シ
ー

と
し
て
全

▽
閂
合
せ
匹
ス
ポ
ー

ツー

博
者
の
人
口
号
た
り
の
割
合
玉
角
と
な
っ

て
い
る 。
授
業

源
を
動
国
ず
る
こ
と
が
望
ま

加
の
予
算
措
置
を
講
ず
べ
き

る
人
事
給
写
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

化
し 、

名
実
と
も
に
我
が
国

国
で
継
続。
定
善
さ
せ
る
こ

庁
参
事
官
（
地
域
振
箕
祖

が
先
進
諸
国
と
比
較
し
て
椒

料
の
存
在 、
修
士
課
粗
修
丁

し
い 。
特
に
欧
来
で一
般
的

で
あ
る 。

の
改
革
が
急
が
れ
る
理
由
も

が
研
究
活
動
に
お
け
る
国
界

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る 。
そ

当）
付
(
e

メ
ー

ル
ぶti

め
て
少
な
く 、
ま
た 、
他
の

者
の
年
収 、
研
究
活
動
で
宜

と
な
っ

て
い
る
研
究
代
表
者

④
以
上
の
よ
う
に
政
府
か

こ
こ
に
あ
る 。
こ
の
こ
と

の
ハ
ブ
の一
っ
と
な
る
こ
と

こ
で
同
庁
で
は 、
「
ス
ポ
ー

i
k
 i @
m
e

 x
 t .
 g
o,j

 p'
 

諸
国
と
異
な
っ

て
低
下
傾
回

界
の
中
心
の一
っ
と
な
る
と

(
P
I)
の
研
究
費
に
よ
る

大
胆
な
支
援
を
迎
め
る
中

は 、
国
立
大
学
法
人
に
お
い

を
期
待
し

た
い」
と
結
ん
で

ツー＂
健
康
ま
ち
づ
く
り」
優

TEL;
0
3
1
6
71
3
4
1
3 i

に
あ
り 、
我
が
国
の
科
学
技

い
う
政
策
目
椰
を
考
え
る

リ
サ
ー

チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト

で 、
大
学
の
経
営
努
力
も
求

て
は
国
立
大
学
法
人
ガ
バ
ナ

い
る 。

良
自
治
体
表
彰
刷
度
を
創
設

。J
3
1

（
血
通）
）

悶
焚

薪
学
部
学
生
が
田
界
を
学
ぶ

ン
ラ
イ‘

ス
タ
デ
ィ

0

ツ
ア
ー

？i
」

い
喜
這
属
良
白
泊
体
を
哀
彰

ポ
ー
ツ
庁
が
公
募
圃
始

懇野
オ
宅
び
扇
酋と
と
プ、

二
：
）こ

こ
し
1>
;／
c
ー
＿

ラ
イ
ン
座
誤
会
を
行
い 、

一
楽
し
み」
と
詰
し
て
い
た 。

一

「
フ
ク
シ
マ」
に
つ
い
て
学一

東
京
電
力
娼
島
復
興
本
社

ん
だ 。

の
幹
部
ら
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で

取
材
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授

結
ん
だ
座
談
会
で
は 、
同
学

業
11

写
真
11

は 、
エ
ル
サ
ど
部
1

年
生
で 、
フ
ク
シ
マ
出

ム
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び 、
一
身
の
釘
野
俊
輯
さ
ん
(
18)

学
生
た
ち
は 、
叫
地
の
ヘ
フ一
が 、
質
閻
に
笞
え
て
く
れ
た

ラ
イ
大
学
教
授
に
よ
る
イ
ス一
東
電
の
環
地
幹
部
に 、
事
故

ラ
エ
ル
と
隣
国
の
エ
ジ
プ

当
時
の
東
電
社
戸
の
献
男
的

ト 、
ヨ
ル
ダ
ン
な
ど
と
の
中

な
対
応
に
対
し
て
感
謝
の
気

東
関
係
史
を
ハ
ソ
コ
ン
の
画

持
ち
を
涙
な
か
ら
に
語
っ

た

oo
で
学
ん
だ C

イ
ス
ラ
エ
ル

の
が
印
象
に
残
っ

た 。

の
名
所
旧
跡
を
め
ぐ
る
バ
ー

今
回
の
洒
外
ス
タ
デ
ィ
・

チ
ャ

ル
ツ
ア
ー

も
あ
っ

た 。

ツ
ア
ー
2
.
0
は 、
英
語
を

学
生
は 、
こ
の
襦
島
で
の

公
用
語
と
す
る
語
学
学
習
環

オ
ソ
ラ
イ
ン
授
業
の
後 、
指

境
が
整
っ

た
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ

導
教
官
と
と
も
に
授
業
内
容
ュ
ヒ
ル
ズ
で
本
格
的
な
体
験

の
「
振
り
返
り」
を
対
面
授

を
し
た
の
か
プ
ラ
ス
に
働
い

業
で
行
い 、
4

つ
の
旭
域
が

た 。
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
け
で
は

抱
え
る
多
文
化
共
生
や
宗
教

そ
の
時
隕
り
に
な
る
が 、
英

の
多
様
性 、
人
道
支
援
な
ど

語
で
日
常
の
生
話
を
送
る
こ

を
体
に
し
み
込
ま
せ
る
こ
と

と
で 、
同
大
学
な
ら
で
は
の

に
な
る 。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ

た
よ
う

同
学
部
1

年
生
の
瀬
戸
山

だ 。

ィ
で 3
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